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学校法人コミュニケーションアート ＯＣＡ大阪デザイン＆テクノロジー専門学校は、学校法
人滋慶学園グループに属し、「職業人教育を通して社会に貢献していく」ことをミッション（使
命）としている。

「３つの教育理念」（「実学教育」「人間教育」「国際教育」）を実践し 「４つの信頼」（①業界
の信頼 ②高校の先生の信頼 ③学生と保護者の信頼 ④地域の信頼）を得られるように学
校運営をしている。

教育理念に基づき、ＯＣＡ大阪デザイン＆テクノロジー専門学校は、 『人に喜びや感動を与
えられる「即戦力」となるクリエーティブ・IT業界の人材育成』を目的として学校運営をしてい
る。

現在、クリエーティブ・IT業界を取り巻く社会環境は大きく変化している。
職業の現場で求められる知識・技術の高度化や、より付加価値の高い人材の必要性を背
景に、本校では、将来的にも、３年制課程と『産学連携教育システム』により、様々な変化
にも対応できる人材の育成を実現していく。

「学校法人滋慶学園グループ」
昭和５１年の創立以来、「職業人教育を通して社会に貢献する」
ことをミッションに掲げ、全国に専門学校・教育機関を設置し、業界で即戦力となる人材育
成のため、建学時から変わらない「３つの教育理念」（実学教育、人間教育、国際教育）と
「４つの信頼」（業界からの信頼、高校の先生からの信頼、学生・保護者からの信頼、地域
からの信頼）を実践することで、理想の教育実現を目指す。医療・福祉・美容・調理・製菓・
バイオ・スポーツ・IT・クリエーティブ・エコ・音楽・ダンス等、多岐にわたる分野で北海道から
福岡、NYまで82校を有する。

「実学教育」
スペシャリストが求められる時代に即し、業界に直結した専門学校として、即戦力となる知
識技術を実践的に教授する。一人一人の個性を活かし、それぞれの業界で力が発揮でき
るように構築された『滋慶学園グループ独自の教育システム』。特に、業界と共に業界に必
要な人材を育成する「産学連携教育」を教育の柱として、即戦力印材の育成を行っている。

「人間教育」
開校以来、『今日も笑顔で挨拶を』を標語に掲げ、他人への思いやりの気持ちやコミュニ
ケーション能力、リーダーシップがとれる対人スキル等を身につけ、同時にプロ・社会人とし
ての身構え・気構え・心構えを養成する。

「国際教育」
コミュニケーション言語としての英語を身につけるだけでなく、日本人としてのアイデンティ
ティを確立した上で、広い視野でモノを捉える国際的感性を養う。またコロナ禍において海
外実学研修は実施できなかったが、海外からのオンライン授業などを通じ、グローバルに
学ぶ機会を設けている。
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時代に合わせた理念や目的が定められており、それに伴い入学率や就職率にも結びついていると感じています。実際に貴
校を卒業して弊社に入社した社員においても人間性スキル面ともに優れた方が多く、貴校で学ばれたことを社会人になった
あとも発揮できているように思います。

コースの幅が広いですね。人間教育が一番大変で労力が掛かると推測します。就職直結は実学で国際は差別化に今でもな
る様におもいます。

特筆すべきは、教育理念の「人間教育」部分に関し、業界全体を見渡したときに、非常に高いレベルで実践できていることで
す。
私は年間10校以上の専門高校、大学へ出張編集部という形で足を運んでおりますが、イラストレーターや漫画家、シナリオラ
イターなどといった作家業に憧れて専門学校への入学を決意する学生の多くは、才能を持ちながらも様々な理由から不登校
になってしまったり、他者とのコミュニケーションに不全があったり、定められた納品日を自己都合で守れないなど一般的に社
会不適合とされる側面を持つかたが多いと感じております。
ですが、貴校におかれましては他校にくらべ、学年が上がるにつれ、この割合が少なくなってくると感じます。
貴校がゴールとして目指している「即戦力となるクリエーティブ・IT業界の人材育成」を達成するため、理念として掲げておられ
る、「実学」「人間」「国際」教育が上手くかみ合っており、また、現場レベルで高く実践できていることの証左と感じ、優れてい
ると評価いたします。

クリエイティブ・IT業界における即戦力となる人材を育成するための充実した教育プログラムを提供していると感じる。業界や
地域社会からの信頼を得るための組織化、教育姿勢を評価します。

OCAが掲げる「実学教育」「人間教育」「国際教育」という三本柱の教育理念は、私が在学していた頃から一貫しており、その
精神が現在もしっかりと受け継がれていると感じています。
学生一人ひとりの個性を尊重しながら、社会に貢献できる人材を育てるという方針は、今の時代においてますます重要性を
増していると実感します。特に、「即戦力となるクリエイティブ・IT人材の育成」という育成人材像は、業界の現場と密接につな
がるOCAだからこそ実現できる目標だと感じます。

教育理念と実際のカリキュラムや指導方針がしっかりと結びついている点は、他校にない強みであり、今後も大切に継承され
るべき要素だと思います。

普通の四年制大学ではなく、専門学校に進学することを決めた生徒の中には、社会に出て「即戦力」として活躍したい、手に
職をつけたいという気持ちを持った方が多いと考えています。それを貴校がしっかりと理解されていることがわかる、教育理
念だと改めて感じさせられました。また、専門性を高めることだけでなく、社会に出てから必要なスキルなどを学べることも非
常に良いと感じました。

即戦力となる人材を育てているという点でそれ程の教育が行われている。就職に強い学校だと安心して通わせられている。
英語を身につけられると思い、入学理由の一つとしていましたが、あまり学んでいないように感じています。

点検・評価項目 点検・評価項目総括 学校関係者評価委員よりの御意見大項目

学校関係者評価委員氏名【卒業生I　保護者S　地域関係者N　高等学校関係者M
企業等委員K　企業等委員N　企業等委員M　企業等委員O　企業等委員K】
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貴校に往訪させていただく際に先生方やその他スタッフの方々が生徒の育成や学校運営に向けて真摯に取り組んでいらっ
しゃると常々感じております。そういった前向きな姿勢が見られるのは組織としての運営がきちんとなされているからだと感じ
ますので評価を3とさせていただきました。

ビジネスマインドを持たれたスタッフの方が運営されている印象。

専門学校全体を見渡した時、少子化の余波を受け、定員割れにて廃校となる専門学校も出ているなか、貴校は学生数をしっ
かり確保できており、安定的な学校運営の実現ができている。この点を高く評価いたします。
学校評判を高く維持するための教職員の育成ができていること、また、新規事業（例えば成長著しいeスポーツ分野において
西日本初の専門学校となり、大阪府のeスポーツラウンドテーブル（OeGG）の設立に関係するなど、就職先となりえる関連産
業の拡大に貢献しているように感じます）の立ち上げに成功していることが、入学者数の向上の一助になっているのだと愚察
いたしますが、これは中長期計画が上手くいっている（世の中の変化に柔軟に対応し、需要のある分野を見つけ出せている）
ことの現われであると評価したいです。
また増える学生数に対応できるよう、学生や教職員を管理する各種情報システムも日々新しくアップデートされたものが導入
されている点も他校と比較して優れている点だと申し添えさせていただきます。

明確な事業計画とその実行を通じて、変化する社会環境に対応しながら、教職員が目標達成に向けて取り組む姿勢が窺え
る。学生に対して質の高い教育を提供し、社会に貢献する人材を育成するための体制がしっかりと整えられている。

学校運営における意思決定や事業計画の構築が、短期・中期・長期の視点から体系的に行われている点は、非常に効果的
であり、変化にも柔軟に対応できる体制だと考えています。
教職員全体が共通の目標に向かって進んでいる様子が伝わり、組織としての一体感を強く感じます。また、教職員の研修制
度が充実しており、新任から管理職まで段階的に学びを深める体制が整っていることも印象的でした。

学生たちに質の高い教育を提供するためには、まず教える側のスキルとマインドの向上が必要不可欠であり、その点で本校
の取り組みは非常に優れていると感じております。
今後も、時代の変化に対応した柔軟な運営と、教職員の専門性向上に向けた取り組みが期待されます。

学校全体の運営方針をしっかりと見える化されており、クリーンな活動をされていることが非常に伝わりました。
また、変化していく社会環境に対応しながら、毎年計画的に、短期～長期ごとの事業計画を作成されていることも素晴らしい
です。

職員研修が多い事で、生徒にうまく反映されていく事を願う。職員が働きやすい職場であると生徒にも良い影響は必ず出てく
るので継続してほしい。
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諸環境の変化に対応できるように、運営方針を事業計画にまとめている。滋慶学園グルー
プとしては、毎年、長期・中期・短期展望をし、事業計画を作成している。
それを受けて、滋慶学園ＣＯＭグループが短期事業計画を作成するが、そのもとになるの
が、滋慶学園ＣＯＭグループに属する各学校が作成する短期事業計画であり、毎年作成し
ているこの事業計画書が各学校における運営の核となるものである。事業計画は、法人常
務理事会、法人理事会の決済を受け、承認を得ることになっている。それを受け、各学校で
は毎年数回、勉強会として、事業計画に基づく、学園および学校の方針について、全教職
員へ周知徹底するための研修を行っている。

事業計画においては、グループ全体と本校の方針や方向性、組織、各部署における目標
や取り組み、職務分掌、各種会議及び研修等々についてが明確に示されている。
運営組織は、事業計画の核をなす組織目的、運営方針、実行方針と実行計画に基づいた
ものである。単年度の運営も、中期計画の視点にたって行われる。事業計画書の組織図に
は学校に係わる人材が明記され、誰もが全員の組織上の位置づけを理解できるようになっ
ている。
学校が重要視していることとして、滋慶学園グループの中期・短期の事業計画に沿って、
採用と人材育成を行い、様々な研修において目標達成に向け、スタッフのスキル面とマイ
ンド面の向上を図り、また関わるすべての人が学校の方向性、学校の方針の実現に向け
て同じ方向を向くために、各種研修や会議、ミーティングにより、コミュニケーションの重要
性を確認している。
また、滋慶学園グループ共通システムである専門学校基幹業務システム（ＡＳシステム）に
より管理・運営している。学生情報や総務管理、財務情報などの管理を行っている。

事業計画書は、学校全体の運営方針を明記している。また、広報・教務・就職と、学校にお
けるすべての部署について考えられ、また、すべての部署が同じ方針・考え方を理解し、徹
底している。
さらに単年度の計画にとどまらず、5年後を見据えた、中長期的な運営方針もまとめてお
り、グループの方針に即しつつ、学校としての特徴を生かした計画を立て、実行している。

「教育の質は、実践する教職員の成長により向上する。」という考えのもと、新入職者から
マネジメント層に至るまで、それぞれの職務に必要なマインドの養成とスキルアップを目指
している。

<ＪＥＳＣ主催の主な研修内容例>
・新入職研修（広報研修・FDミクロレベル研修）
・FDミクロレベルフォローアップ研修・FDミドルレベル研修
・FDマクロレベル研修・FDセッションコーチ研修
・進路変更アドバイザー研修・キャリアサポートアンケート勉強会
・マネジメント研修・広報力大会・滋慶教育科学学会
・キャリア教育アドバンス研修　　など

<その他研修例>
・人権同和問題企業主研修会・留学生担当職員研修会・認定ＣＰＯアカデミック資格講座・
ＬＧＢＴ研修・講師研修会　等

【情報システム】
◎広報業務システム・・・資料請求～出願までの情報を管理できる
◎出欠管理システム・・・在校生の出欠、成績、カウンセリング内容を管理できる
◎就職システム・・・全国の求人を閲覧できるシステム
◎予算管理システム・・・年度内の予算で運営できるように予算確認から執行までを確認で
きるシステム
◎勤怠管理システム・・・教職員が健康でいられるように　シフト管理を徹底し、公休日・有
給休暇の消化、残業の調整などを行う
◎人事データバンク・・・人事に関する申請を簡略化するためのシステム
◎Microsoft TEAMS・・・学生とスタッフのコミュニケーションシステム（授業運営）
◎ガルーン・・・スタッフ間のコミュニケーションシステム（滋慶学園Gのメインシステム）
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職業教育は常に業界と密接な関連を持たなければ、教育目標、育成人材像は正しく方向
づけられないと考えており、業界の動向を常にキャッチし、その変化に対応して養成目的や
教育目標の見直しを毎年実施している。

本校は教育システムとして、独自の「産学連携教育システム」を構築しており、このシステ
ムにより、業界と乖離することなく、業界で即戦力となりうる人材を育成、輩出できている。

教育目標達成のためのカリキュラムは、入学前から卒業まで、体系的に編成されている
が、教育部会等で研究、見直し等を行っている。
カリキュラムは学科（専攻）に関わるもののみならず、社会的・職業的自立を目指し、「キャ
リア教育」の視点に立ったものになっている。

授業改善、教職員・講師の資質向上等を目的とし、教育到達レベルの明確化や授業評価、
講師会など各種研修・勉強会を実施しているが、これを通して講師や学生の状況を正確に
把握し、総合的な判断ができる要因となっている。また、必要な教員を確保できるよう、総
合的に努めている。

成績評価・単位認定の基準を明確にし、学生指導を行っているが、明確な基準と共に、す
べての学生が学科の目標を達成した上で、進級・卒業できる体制を作っている。
資格取得については、色彩試験検定やIT系の資格対策授業など、業務を行う上で必要な
資格、就職に有利な資格という範囲で取得に向け、支援を行っている。

本校は、1988年の開校以来、教職員の目標として、
１．専門就職希望者全員就職
２．退学率 ０％ （入学者は全員卒業してもらう）
を掲げ、その達成のために構築した２つの重要なシステムを構築している。

第１のシステムは入学前の自己発見→自己変革→自己確立という、自己３
段階教育と、動機づけ・目的意識づけプログラムである。
入学前からの一貫した育成システムと目的意識をもって取り組むプログラム
の組み合わせにより、モチベーション向上を果たしている。

第２のシステムは、即戦力としての実践的技術・知識、ビジネスマインド
等を身につけるための教育システム－「産学連携教育システム」である。
これには、次の6 つが挙げられる。
①企業プロジェクト ②現役クリエーター・エンジニア講師陣 ③業界研修
④海外実学研修⑤特別ゼミ ⑥ダブルメジャーカリキュラム ⑦キャリアセンター・デビュー事
務局 である。
海外実学研修については、2024年度実施。また米国UWF校との提携授業や海外の業界
TOPクリエーター・エンジニアより教えを受けるプログラムなどを通じ、国内にいながら、最
先端を学ぶ機会を担保している。

カリキュラムは現役プロのクリエーター・エンジニアと担任が構築。社会の変化に伴い、常
に見直しを実施し、教育内容の改善に努めている。また、非常勤講師についても時代に合
わせた人材を招き、常に現在のゴールに見合う、カリキュラムを準備している。

また本校は教育システムのさらなる開発のため、滋慶ＣＯＭグループのクリエーティブ系全
校から構成する「クリエーティブ教育部会」を運営し、システムの共有化、レベル向上化、評
価基準の精査などを図っている。
主な部会内容は、①教育指導法 ②カリキュラム検討 ③生涯教育プログラム ④全国企業
プロジェクト ⑤国際教育システム開発 ⑥イベント・卒業・進級制作展の運営 等である。

職員の人材については、充足しており、各種の研修などで教育力の向上を図っている。ま
た業界との接点を各職員が密に行い、業界理解を深めている。

本学は、国家資格等が必要な分野ではないは、IT分野などでは資格取得者である講師よ
り授業を通じ、資格対策授業を行い、サポートしている。
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教育成果は目標達成の努力の結果であるが、本校では、専門就職　希望者全員就職、退
学者０名 を教育成果の最終目標に学校運営を行っている。

就職では、開校以来、就職希望者全員就職を達成しているが、専門就職率の向上も課題
として取り組んでいる。卒業時点では就職100％の達成には至っていないが、卒業後も継
続した支援を行い、全員就職達成を目指す。
資格取得については、特別授業やクラス別の対策講座などを実施し、特にIT分野での成果
につながっている。
退学率では、開校以来、様々な取り組みの努力を重ねた結果、2023年度の3.7％から2024
年度は3.7％（全体退学率）と変化なく推移した。今後も学生個々の徹底したフォロー、カリ
キュラムの工夫、担任・副担任制度の強化、学生カウンセリングの強化等々を実施し、退
学率０％達成に向け、努力を継続していく。
また、精神面サポートとしてのカウンセラー（SSC）との連携を密に行い、学生の学びのサ
ポートのみならず、心身のサポートを実施している。
在校生と卒業生のデビュー実績やコンテストへの入賞、商品化や参加作品などについて
は、担任との面談をはじめ、同窓会の開催や卒業生のネットワークを活用して把握に努め
ている。

教育成果の１つである就職は、就職希望者における就職達成は全員達成している。さらに
年々、専門就職率が向上しているが、100％を達成すべく、努力を続けている。
また、できるだけ多くの学生に夢をかなえて就職するよう、就職対象者率の向上も図ってい
るため、早期よりキャリア教育を実施し、職業観を指導することが大きな課題である。

学生が目標を達成できるように、保護者と三位一体となり、支援する体制作りを実施してい
る。

資格取得については、ホワイトハッカー専攻の立ち上げ以来、認定ホワイトハッカーという
難易度の高い資格に国内学生初として毎年数名の合格者・国家資格　情報処理安全確保
支援士にも合格者を出すなど、実績を出している。

退学率では、転科・転専攻等の個別カウンセリングの強化し現状以上に体制を整え、１人
でも退学者を出さない学校になるべく、努力している。
今後は、最終目標である０％に向け、さらなる努力を重ねたい。
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実際に貴校を卒業された学生に入社いただいており、そちらの方達だけを見ての意見となってしまいますが、上述させていただいた通
り人間性やスキル面は優れている方が他校に比べ多いと感じておりますが、あくまで学生の範疇で、業界での即戦力と考えるとまだ技
術的には劣っている学生が多い印象です。インターンシップなど実践的な教育もされていますがもう少し実務に寄せた講義や課題も必
要なのかもしれません。

決してアカデミックな評価、達成を目標にしておらず、理念・目的にある、実学、人間学、国際を追求し、その結果として就職をその達成
の具現においている所は賛同。

即戦力となる人材の育成・輩出に関し、最も大切なのは適切なゴールの設定と考えます。各業界において求められる人材の変化を正し
く把握できなければ、適切なカリキュラムの設定はできず、ゆえに必要となる学生指導を行うための教員への指導も行えません。産学
連携教育システムの導入が、この一助となっていることは明らかで、これを高く評価いたします。また、貴校の教職員が業界との接点を
密に持つことで、実需を正しく把握できていることが、項目【3-10】～【3-14】、【3-16-1、3-16-2】などの自己点検が上手くいっているの
かと考えます。
漫画に関しては各出版社の現役の作家や編集を講師として招く…などより一層力を入れられてもいいのかもしれません。（すでにされ
ていたらご放念ください）

業界との連携を重視しつつ、常に最新の教育目標とカリキュラムを提供することで、即戦力となる人材を育成している。教育の質を維
持・向上させるための取り組みが行われており、学生に対して質の高い教育を提供するための基盤がしっかりと整えられている点が高
く評価できる。
企業課題や産学連携プロジェクトなど、実践型の学習環境が非常に充実しており、学生がリアルな現場感覚を学内で体験できる仕組
みが確立されている点は素晴らしいと思います。

在学中から実際のクライアントワークに近い課題に取り組むことで、学生は自分の力と課題を把握し、社会で求められる力を身につけ
ていけます。また、講師陣の多くが現役のクリエーターやエンジニアであることから、常に最新の業界動向が教育に反映されている点
も、OCAならではの大きな魅力です。さらに、教育部会によるカリキュラムの継続的な見直しがあることで、教育の質の維持・向上がなさ
れていることは、卒業生としても安心できる点です。

入学前から、段階的な動機付け・目的意識づけプログラムに取り組んでいられるのは、他校との差別化を図る上で、非常に良い取り組
みだと感じました。また、入学後のカリキュラムについては、プロのクリエーター、エンジニアの方が参画され、時代の変化に合わせたも
のを提供するなど、柔軟な取り組みをされていることが伝わりました。

ダブルメジャーカリキュラムに期待していたが本人の希望や時期が合わないのか受ける事ができず残念に思う。特別授業や東京での
授業を受ける事ができているのは本人に取ってとてもプラスになっていると感じている。

2.78
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資格支援も積極的に行われており、そちらが就職率にも結び付いているように感じます。
卒業生の方の卒業後の様子も説明いただき多方面でご活躍されているように見受けられました。
退学率についても昨今指導が難しい学生が多い中、学生と真摯に向き合って努力されていると感じましたので評価3とさせて
いただきました。

上記記載と同じ。就職率１００％を目指して、具体的に対応している所は評価。次のステップは就職の％だけでなくクオリ
ティ。

自分が関わりあるのは漫画に関する部分だけですが、貴校はデビューに向けての支援を在学生のみならず卒業生へもしっ
かりと行っておられ、これを高く評価いたします。

専門の就職希望者全員の就職と退学者０名を目指す明確な目標を持ち、その達成に向けた多角的な取り組みを行ってい
る。学生に対するサポート体制が充実しており、教育成果を高めるための努力が徹底されている点が高く評価できる。また、
卒業後のサポート体制があることも高く評価できる。

OCAでは「専門就職希望者全員就職」「退学率ゼロ」を掲げ、その実現に向けて着実な成果を上げておられる点は、卒業生と
しても誇らしく思います。

特に、就職に関しては在学中からのキャリア支援、卒業後も継続的にサポートが行われており、「学校と学生の関係が卒業
で終わらない」という理念が感じられます。

一方で、近年は大学や他専門学校との競争が激化する中、OCAならではの「卒業後の活躍の質」という観点での可視化と発
信も、より一層意識されると良いと感じます。
コンテスト入賞や企業就職の具体的な事例を積極的に広報することで、未来の学生にも大きな説得力を持つ魅力となると思
います。

・就職率や退学率は、全国平均を上回っているが、さらなる向上に向けて、引き続き取り組まれることを期待します。

退学率については学校全体で様々な取り組みをされており、全国平均を大きく下回る数値と非常に素晴らしいと思います。ま
た、全国平均と比べて活動しているわけではないという強いお言葉もあり、これからの新しい取り組みが楽しみです。また、在
学中のサポートだけでなく、卒業後のサポートをされていることについては、非常に驚かされました。実際に卒業生の方から、
OCAを選んでよかったという発言があり、皆様の取り組みが生徒に伝わっていることが分かりました。

就職については少しずつ準備が始まっていると感じているので期待している。退学率が低いという点では楽しく通えていると
いう事だと思うので評価できる。

3

4
　
教
育
成
果



5-23
就職に関する体制は整備されて
いるか

5-24
学生相談に関する体制は整備さ
れているか

5-25
学生の経済的側面に対する支援
体制は整備されているか

5-26
学生の健康管理を担う組織体制
はあるか

5-27
課外活動に対する支援体制は整
備されているか

5-28
学生寮等、学生の生活環境への
支援は行われているか

5-29
保護者と適切に連携しているか

5-30
卒業生への支援体制はあるか

6-31
施設・設備は、教育上の必要性に
十分対応できるよう整備されてい
るか

6-32
学外実習、インターンシップ、海外
研修等について十分な教育体制
を整備しているか

6-33
防災に対する体制は整備されて
いるか
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本校では、学生が目標を達成できるように、物心両面の環境を整備していくことで支援に繋
がると考える。
しかし、支援はあくまでも支援である。例えば、健康の維持は学業目標達成には欠かせな
い事項であり、本校でも健康診断にとどまらず、多くの支援体制を築き上げているが、学生
本人が健康管理についての自覚を持たない場合、支援は効果がない。
それゆえ、学生支援はまず学生の自立的行動を促すことから始めている。またキャリア教
育・生涯教育の観点から卒業後の支援についても、継続している。

学生支援には、①就職 ②学費 ③学生生活 ④健康 などの分野で行っ
ているが、それぞれの分野で対応できる担当部署及び担当者を置いている。
①就職については、専門部署であるキャリアセンターを設置し、担任との強い連携をとりな
がら、就職の相談、斡旋、面接他各種指導などの支援をしている。また、保護者会を開催
するなど、随時、保護者とも連携し、必要な支援を実行している。

②学費については、相談窓口として事務局会計課を置き、提供できる学費面でのサービス
をアドバイスするファイナンシャルアドバイザーにより支援している。

③学生生活については、担任及び副担任制により行うが、それ以外にもSSC（スチューデ
ント・サービス・センター）という悩みや相談を受ける専門部署を置き、支援している。

④健康については、滋慶学園グループのクリニックである慶生会クリニッ
ク大阪が担当し、在学中の健康管理を支援している。
また、学生の課外活動であるサークル・同好会について、学校が年間予算を計上し、担当
者を配置して、支援し、学生満足度アップに貢献している。
学生寮も学園の専用の寮を整備しており、寮長と担任とが連携して学生を支援している。

滋慶学園グループでは、「ひとり一人を大切に」というコンセプトがあるが、本校でもこのコ
ンセプト通り、学生を第一に考え、様々な支援体制を整備している。

その中でも、「就職」は学生が目標を達成し、業界で活躍するための最重要事項であり、本
校では非常に力を入れており、キャリアセンターという専門部署を置き、専任のスタッフを
配置している。

キャリアセンターは、業界現場での実践研修である「業界研修・インターンシップ」の指導か
ら、個別相談、就職対策講座、就職支援イベント開催、就職斡旋等々、さらに履歴書添削、
面接練習、スーツ着こなし講座、メイク講座など就職に関するあらゆる支援を行っている。
デビューを希望するには、デビューセンターのスタッフが作品添削会、編集部への持ち込
みツアーなど、デビューのチャンスを提供している。また卒業後も添削会への参加の案内
など、卒業生のサポートも継続している。

また、求人情報等を学生が自宅のパソコンでも閲覧できる就職支援システム「サクセスナ
ビ」、一斉メールなどシステムの構築をし、迅速な対応ができるように支援している。

このような支援体制の結果、就職希望者は全員就職を達成している。「就職」と並ぶ重要項
目である、「教育」については、教育環境を整備し、成果を上げている。
即戦力の人材を育成するための施設・設備、機材等々を完備し、また業界ニーズとブレの
ないカリキュラムの構築、業界第一線で活躍する講師陣による授業など、オンリーワンを目
指す学校として十二分な体制を確立している。

生活面でのサポートについては、年間通じた学生面談、保護者や出身校の先生との連携
などを通じ、カウンセラーとの連携を円滑に行っている。
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本校は、業界で即戦力となり得る人材育成を目的としており、そのための教育環境（施設・
設備、機材等）の整備は重要であるが、完備されていると考える。一昨年末より改装を行
い、学生が学ぶ環境や生活の環境の向上を図っている。
機材についても、学内に880台にも及ぶPCを用意しており、サポートが経過した機材は買
い替える、VRなどの最新機材についても常に導入し、さらに教育環境の充実が図られた。

学内の教育環境に留まらず、学外の環境（インターンシップ・業界研修、学外演習、海外実
学研修）も十二分に整備することが必要であるが、キャリアセンター、教務部、国際部が一
丸となって、その整備を行い、教育効果につなげている。

防災訓練・避難訓練も計画的に実施しており、安全対策を日ごろから啓蒙している。

オンリーワンを目指す本校にとって、教育環境である施設・設備・機材等は非常に重要な
要素であり、業界において最新・最良のものを整備している。

海外研修については2024年度も実施し、アメリカの企業・施設を訪問、TOP海外クリエー
ターからの講演なども行った。また、国際教育の一環として、海外クリエーターによるゼミや
海外企業との企業プロジェクトなど、グローバルな視点を育成できるカリキュラムを実施し
た。

毎年、事業計画で計画し、予算計上の上、計画通りに購入・更新等を行えているが、これ
以外の学外教育環境も教務部、キャリアセンター、国際部が一丸となって整備しており、こ
れは本校の大きな強みと考えている

防災について、地震等の災害の際に学生の安否を確認するシステムがあり、万一の災害
に備えている。
校内とエントランスに防災、防犯カメラを3台から16台に増設し、
2F教務室と1F事務局から、各フロアを確認することができるようになった。

教育設備については他専門学校様に比べてもかなり充実した設備を用意されているように感じます。
専門職の技術習得には機材設備がかなり影響が出るかと思いますので高く評価しております。
防災についても防犯カメラを設置されたとのことで万が一に備えて対策を行われているかと思います。

国際に関する所は在籍する生徒の海外研修だけでなく、外の生徒の受け入れを検討されては？

業界で即戦力となり得る人材育成を目的として、教育環境の整備に力を入れていると感じる。学内外の教育環境の充実、最新機材の
導入、実践的な学外研修の整備、安全対策の徹底など、多角的な取り組みが行われており、学生が質の高い教育を受けるための基盤
がしっかりと整えられている点が高く評価できる。

校舎の改装やVR機材の導入、880台を超えるPC環境の整備など、教育環境への投資が積極的に行われている点は、他校と比べても
非常に先進的だと感じます。
これほどの充実した環境で学べることは、在校生にとっても大きなアドバンテージになると考えております。
また、学外研修や海外実学研修といった体験型プログラムも豊富で、机上の学びにとどまらない、実践的・多面的な学習ができることも
高く評価される点だと思います。
防災・防犯対策についても、時代の要請に沿って強化されており、学生の安心・安全を守る体制が整っている点にも安心感があります。
校舎の改装やVR機材の導入、880台を超えるPC環境の整備など、教育環境への投資が積極的に行われている点は、他校と比べても
非常に先進的だと感じます。
これほどの充実した環境で学べることは、在校生にとっても大きなアドバンテージになると考えております。
また、学外研修や海外実学研修といった体験型プログラムも豊富で、机上の学びにとどまらない、実践的・多面的な学習ができることも
高く評価される点だと思います。
防災・防犯対策についても、時代の要請に沿って強化されており、学生の安心・安全を守る体制が整っている点にも安心感があります。

即戦力となり得る人材を育成するという目的に対して、グローバルに活躍できるように、海外研修や、海外クリエーターによるゼミなどの
カリキュラムを実施したことは、学生にとって非常に有意義であったと考えております。
他には、機材の購入や施設の整備の充実など高水準の教育基盤が整えられていることが分かりました。

設備はとても充実していると思う。授業後に残って使用している事もあるので助かっている。海外研修に行った事で視野が広がり、更に
上をという目標ができたように感じた。一年次だけでなく、また行けたらと本人も希望しているほどなので、とても良かったと思う。

3

卒業生の就職支援なども熱心に取り組まれており、学生の個々の能力は勿論ですが、そういった学校側の姿勢も就職率に結び付いて
いるように感じました。
精神的な病を患っている方へのフォローなど健康面でのサポートも行われているとの説明を受け、保護者の方が安心して預けられる環
境となっているかと思います。

全く問題無し。

修学支援新制度の対象校認定を受けていたり、機材の貸し出しが充実していたりと金銭面で不安を持つ学生を支援できる体制が整っ
ていることだけでなく、健康支援などに際しても、滋慶学園グループのクリニックがバックアップできていたりと、多岐にわたり学生を支援
できる制度導入が機能している点を高く評価いたします。

学生が目標を達成できるように多角的な支援体制を整え、学生の自立を促しながら、学業、生活、健康の各方面で充実したサポートを
行なっている。このような取り組みが、学生の学業目標達成と充実した学生生活の実現に寄与している点が高く評価できる。

OCAでは学生一人ひとりに対して丁寧な支援が行われており、就職・生活・健康・経済面と、どの視点から見てもバランスのとれた体制
が整っていると感じます。

特にキャリアセンターと担任の連携、SSCによる心のケア体制は非常に手厚く、学生のモチベーション維持と問題の早期解決に貢献し
ていると思います。
また、支援のあり方として、「支援はあくまで自立を促すものである」という姿勢にも共感します。
支援される側の主体性を尊重する姿勢は、結果的に社会に出た際の適応力にも繋がっていくと考えます。今後も多様化する学生ニー
ズに対応できる柔軟な支援体制の進化を期待しております。

卒業生の再就職のサポートまでされているのがすばらしい。

・卒業生支援にも取り組まれていることは大変よいことと思います。

支援はあくまでも支援、学生本人が自覚を持つことに意味があるという考え方については、私自身共感できました。
社会に出てからも主体性は重要で、それを育てるための取り組みをされていることが伝わりました。
キャリアセンターでのフォロー体制もしっかりとされており、就職をゴールとせず、社会に貢献できる人材に育てることを目標に掲げてい
らっしゃることは、企業としても非常に有難いです。

相談しやすい体制が整っている事はとてもありがたく安心できている。卒業後、数年たっていても相談できるという点はとてもありがたく
心強い。

2.89
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3

本校は、大阪府専修学校各種学校連合会に加盟し、同会の定めたルールに
基づいた募集開始時期、募集内容（AO 入学等も）を遵守している。
また過大な広告を一切廃し、必要な場合は根拠数字を記載するなど、適切な学校募集が
できるように配慮している。
さらに、広告倫理委員会を設置し、広報活動の適切さをチェックしている。
広報・告知に関しては、各種媒体、入学案内、説明会への参加やホームページを活用し
て、学校告知を実施し、教育内容等を正しく知ってもらうように努めている。
これらすべての広報活動等において収集した個人情報・出願・新入生の個人情報等本校
に関わるものの個人情報は、校内に個人情報保護委員会を設置し、厳重に管理し、流出
及び他目的に使用しないように、管理の徹底を図っている。
入学選考に関しては、出願受付及び選考日を学生募集要項に明示し、決められた日程に
実施しているが、入学選考後は、「入学選考会議」により、合否を決定する。
なお、本校における入学選考は、学生募集要項にも明示している通り、「面接選考」及び
「書類選考」であるが、その基準となるのは、「目的意識」である。
将来目指す業界への職業意識や具体的な目標がしっかりしているかを確認すると共に、そ
の目的が本校より提供する教育プログラム及びカリキュラムにおいて実現可能かを確認す
るもので、入学試験という名称のもと、学科試験を行うものではない。
学納金や預かり金、教材等の見直しを毎年行っており、学費及び諸経費の無駄な支出を
チェックしている。
保護者への授業料及び諸経費の提示についても、入学前の段階において、年間必要額を
学生募集要項に明記し、基本的に期中で追加徴収を行わない。

学生募集については、募集開始時期、募集内容等々ルールを遵守し、また、過大な広告を
一切排除し、厳正な学生募集に配慮している。
広報活動では「学校の特色を理解してもらう」ことを強化している。
本校は専門就職を果たしてもらうことを第一目標としているため、入学前に職業イメージが
どれだけ明確になっているかが大切と考え、体験入学や説明会への複数回参加を促し、
充分理解し、疑問を解消した上で出願してもらうことを心がけている。

教育成果として、高い専門就職実績と卒業生の活躍の打ち出しを強化しており、学生募集
上の効果はかなり高いと考えるが、それゆえ、過大な広告にならないよう、学内に広告倫
理委員会を設置し、事務局長、広報スタッフ等が常にチェックしている。

本校は、一般社団法人日本プライバシー認証機構「TRUSTe」の国際規程の認証を受けて
いる。

3

財務は、学校運営に関して、重要な要素の１つである。
その中で予算（収支計画）は学校運営に不可欠なものであって、その予算を正確かつ実現
可能なものとして作成する必要がある。

毎年、次年度事業計画を作成し、その事業計画の中に５ヶ年の収支予算を立てているが、
次年度の収支予算はもちろんのこと、中長期的に予算を立てることによって、学校の財務
基盤を安定させるための計画を事前に組んでおくのが目的である。

５ヶ年の予算は、５ヶ年を見越した中長期的事業計画内で、新学科構想、設備支出等につ
いて計画し、将来の学生数、広報・就職計画を鑑みながら予測し、収支計画を作成する
が、学校、学園本部、理事会・評議員会と複数の目でチェックするため、より現実に即した
予算編成となっており、健全な学校運営ができていると考えている。

会計監査は、法人及び学校の利害関係者に対して、法人等の正確かつ信頼できる情報を
提供するために、第三者による監査人が法人とは独立し計算書類が適切かどうかを監査
することを意味する。
平成１７年４月から私立学校法が改正され、学校法人の財務情報公開が義務づけられた
が、これに迅速に取り組み、「財務情報公開規程」及び情報公開マニュアルを作成し、財務
情報を公開している。

予算を正確かつ実現可能なものにするための２つの要素がある。

①正確かつ実現可能な予算の作成
予算は短期的、中長期的の２種類がある。短期的は次期１年間のもの、
中長期的は２～５年間のものである。
当学校法人及び学校では、短期的と中長期的の両方を事業計画書として
作成し、短期的視野と中長期的視野の２つの観点から予算編成している。
短期的な予算編成は当年度の実績を基礎に次年度に予定している業務
計画を加味して行われる。
中長期的な予算編成は主として大規模な計画を視野に入れた上で、業界
の情勢を読み取りながら行われる。
正確かつ実現可能な予算作成のためには、一旦作成した予算が現実の
ものと乖離した場合はそれを修正する必要が出てくる。そのために短期
的な予算においては期中に「修正予算」を組み、中長期的な予算におい
ては毎年編成しなおすことにしている。
これにより、短期的にも中長期的にも正確かつ実現可能な予算編成を組むことができる。

②①のための体制作り
①のように実現可能な予算作成するためには、その体制作りが必要になる。
事業計画・予算は学校責任者が協議して作成し、滋慶学園本部がチェックし、修正して最
終的に理事会・評議員会が承認する体制を整えている。

さらに、予算に基づいて学校運営がなされているかどうかは四半期ごとに予算実績対比を
出し、学校責任者が予算と実績が乖離しているようであれば修正予算を編成し、理事会・
評議員会の承認を得る。作成した決算書、・事業報告書については、情報公開の対象とな
り、利害関係者の閲覧に供している。

過大な広告というのがどの程度のものになるのか判断しかねるのですが、少なくとも高い入学率、就職率の情報や実際の学
生を見せていただき、優秀な学校と認識しておりますので、学生募集活動についても適切に行われていると考えております。
また、入学選考や学納金についても同様に問題ないと感じております。

優れているかと存じます。

適切な募集活動と透明性の高い広報活動を実現し、個人情報の厳重な管理、公正な入学選考プロセス、無駄な支出のチェッ
クを徹底していると感じる。これにより、学生や保護者からの信頼を得ることができ、健全な学校運営が実現されている点が
高く評価できる。

広報活動において、過大な表現を避け、事実に基づいた情報発信が行われていることは非常に信頼性の高い姿勢だと感じ
ました。
また、面接選考を通じて目的意識を重視する入学基準は、志のある学生を迎えるための大切な方針だと感じています。
一方で、大学進学との比較検討をする高校生が増えている今、4年制課程を含め、OCAならではの優位性を明確に発信して
いくことが、今後さらに重要になると考えています。
即戦力人材として活躍できる教育環境の強みや、卒業後の成果を前面に出した広報戦略に期待しています。

少子化の中、募集定員をしっかりと確保され、しかも、４年制に８０％入学されるというとこるがすばらしい。

少子化が進んでおり、生徒を募集するために各学校を様々な取り組みをしている中で、貴校は過大広告を一切排除するな
ど、ルールに遵守し、正々堂々と活動されていることが伝わりました。SNSやHPなど、広報において様々な工夫がされている
こともよくわかりました。
また、入学してもらうことが目標ではなく、学生が専門就職を果たすことを第一目標としていることが、今の結果に繋がってい
ると感じました。

数校見学に行き、学費やカリキュラム設備等を比べた上で学校の特色もしっかり理解でき、入学を決める事ができた。

3

事業計画や会計監査を適切に行われており、問題ないと感じております。また、実現可能な予算の作成及び体制づくりも行
われているとのことで、そのあたりも踏まえてこちらの評価としております。

問題ないかと存じます。

財務管理を重視し、中長期的な視点からの予算編成と透明性の高い財務情報公開を実現していると感じる。これにより、学
校の財務基盤が安定し、健全な運営が可能となっている点が高く評価できる。

財務運営がしっかりと計画されており、短期的な視点だけでなく、中長期的な安定性を見据えた管理体制が構築されているこ
とに安心感があります。
収支計画の柔軟な修正や理事会による多重チェック体制も機能しており、健全な運営を維持されていると感じました。
このような健全な財務基盤があるからこそ、教育環境や支援制度への投資も継続的に実施できているのだと思います。
今後も、学生や保護者にとって無理のない費用負担と質の高い教育との両立を図っていただければと思います。

学校・学園本部・理事会・評議員会と、複数のチェック体制によって予算案が精査されている点は、財務の透明性・信頼性の
担保につながっており、評価されるべき体制だと感じました。

財務情報を後悔しているのでチェックでき信頼できる。

3
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10-47
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支援しているか

3

本校には、滋慶学園グループの「４つの信頼」（①業界からの信頼 ②高等学校からの信頼
③学生・保護者からの信頼 ④地域からの信頼）というコンセプトがある。

この「４つの信頼」の獲得を目指すことが社会貢献に繋がると考えている。
例えば、業界企業や団体、あるいは中学校・高等学校等の教育機関とタイアップして行う、
出張授業支援やクラブ活動支援、また、スタッフが高校へ出向いて行う特別講義等では、
「高等学校からの信頼」に繋がっている。

滋慶学園グループが従来より「地球温暖化防止対策」運動を推進している。節電、冷房温
度２８度設定、階段利用（２アップ３ダウン）や、イベント等におけるゴミ削減、資源有効利用
等々を実施している。また、行政との連携により、教室の開放による地域や小中高へのサ
ポートや地域貢献、社団法人やNPO法人等の社会性の高い各種団体と連携し、広報周知
活動に貢献するなど行っている。

ボランティア活動についても奨励しており、学生便覧にも規定している。

特別なことをするわけではなく、滋慶学園グループが掲げる「４つの信頼」の獲得を目指す
ことが、すなわち社会貢献を果たすことに繋がっていると考えている。

本校では、教職員及び学生たちが、常に社会貢献を意識した活動を行っている。例えば、
①大阪府・市からの企業プロジェクト ②大阪市西区との企業プロジェクト ③業界企業とタ
イアップして行う全国企業プロジェクト　④中学校の職業理解支援　⑤地域の清掃活動
等々、年間を通じ、教職員や各専攻の学生たちが、それぞれ特徴を活かし、幅広く、かつ
意義のある活動を行っている。

その活動が、「業界からの信頼」、「地域からの信頼」、「高等学校からの信頼」、「学生・保
護者からの信頼」という、滋慶学園グループの「４つの信頼」獲得に繋がり、その結果が社
会貢献を果たすことに繋がっている。

今後は、学校の施設や教育ノウハウ等を更に活かし、多様な社会貢献へ発展させていく。
昨年については、大阪市教育委員会　小中校生に向けe-sportsを通しての探究読解プロ
ジェクト、西区役所主催「にしくバル」​擬人化キャラクター採用など、数々の貢献を実施。今
年も昨年に続き、学園祭の収益を地域に寄付するなども行っている。

3

法令を遵守するという考えは、滋慶学園グループ全体の方針として掲げ、各校の教職員全
員でその方針を理解し、実行に努めている。
法人理事会のもとに、コンプライアンス委員会で学校運営が適切かどうかを判断している。
現状では、学校運営（学科運営）が適切かどうかはつぎの各調査等においてチェックできる
ようにしている。
①学校法人調査 ②自己点検・自己評価 ③学校基礎調査
④専修学校各種学校調査 等である。

また、組織体制強化やシステム構築にも努め、次のようなものがある。
（A）組織体制
①財務情報公開体制（学校法人）
②個人情報管理体制（滋慶学園グループ）
③広告倫理委員会（滋慶学園グループ）
④進路変更委員会（滋慶学園グループ）
（B）システム（管理システム）
①個人情報管理システム（滋慶学園グループ）
②建物安全管理システム（滋慶学園グループ）
③防災管理士システム（滋慶学園グループ）
④部品購入棚卸システム（滋慶学園グループ
⑤コンピュータ管理システム（COM グループ）

滋慶学園グループ、COM グループと全体というスケールメリットを活かし、各委員会、体
制、システムにより、各校が常に健在な学校（学科）運営ができるようにしている。
法令や設置基準の遵守に対する方針は明文化し、法令や設置基準の遵守に対応する体
制作りは完全に整備できている。
また、自己点検・自己評価の結果についても公開をしている。

＜法令順守に係る組織体制・システム＞
◎組織体制
①財務情報公開体制（学校法人）
②個人情報管理体制（滋慶学園グループ）
③広告倫理委員会（滋慶学園グループ）
④進路変更委員会（滋慶学園グループ）
　
◎システム（管理システム）
①個人情報管理システム（滋慶学園グループ）
②建物安全管理システム（滋慶学園グループ）
③防災管理システム（滋慶学園グループ）
④部品購入棚卸システム（滋慶学園グループ
⑤コンピュータ管理システム(COMグループ）

学内にコンプライアンス委員会を設置し、厳格なコンプライアンスの遵守に努めている。委
員長は、統括責任者である法人の常務理事が就任し、委員は学校の現場責任者である事
務局長と実務責任者の教務部長で構成される。

主な任務は、行動規範・コンプライアンス規程の作成、コンプライアンスに関 する教育・研
修の実施、コンプライアンス抵触事案への対応及び再発防止対 策の検討・実施、コンプラ
イアンスの周知徹底のための啓発活動の推進であ る。

監事による毎年の監査に際して、業務監査の対象としてコンプライアンスの 実施状況につ
いても監査してもらっている

適切な組織体制が組まれ、コンプライアンスに対しても十分に対策されていると感じています。

問題なく行えているかと思います。

法令遵守を徹底し、透明性の高い学校運営を実現するための体制とシステムを整備されている。これにより、学校運営の信頼性が高
まり、学生や保護者、地域社会からの信頼を得ることができる点が高く評価できる。

法令遵守や個人情報保護に関する意識の高さは、学校全体の信頼性に直結する重要な要素であり、OCAではグループ全体を通じた
統一的な体制がしっかり整えられていることで高く評価されるべきだと思いました。
コンプライアンス委員会の設置や、教育・研修の定期実施も実効性が高く、関係者がルールと役割を正確に理解している様子でした。
これからも学生・保護者・地域社会からの信頼を維持し続けるために、変化する法制度や社会課題にも柔軟に対応する姿勢を期待して
います。

学校全体で法令遵守を方針として掲げ、すべての教職員が理解・実行に努めているという姿勢は非常に伝わりました。
個人情報の取り扱いや情報の漏えい、コンプライアンスについて、世間の目が今まで以上に厳しくなっている中で、
コンプライアンス委員会を設置するなど、適切な対応を取られていると感じました。

法令順守等についての体制は整備できているとの事なので今後も継続してほしい。
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地域や企業との共同プロジェクトや学校主体のボランティア活動など行っているとのご説明を受け、積極的に社会貢献や支
援など行われていると感じました。

ここのボランティア活動が就職に役立つように出来れば良いですね。

優れていると感じます。

滋慶学園グループの「４つの信頼」の獲得を目指すことで、社会貢献を果たすことに繋がると考え、その実現に向けた多角的
な取り組みを行っていると考える。これにより、業界、高等学校、学生・保護者、地域からの信頼を得ることができ、学校の信
頼性と社会的価値を高めるための基盤がしっかりと整えられている点が高く評価できる。また、ボランティア活動として地域で
の清掃活動を行なっていることも高く評価するに値する。

地域貢献や業界との共同プロジェクト、高校・中学校との教育連携など、OCAの社会貢献活動は多岐にわたり、実際の成果
を伴っている点に感心しています。
私自身もOCAでの学びを通じて、社会とのつながりの中で学ぶ意義を知ることができました。

今後は、さらに本校の持つクリエイティブな知見やノウハウを、地域や若年層への教育啓発・キャリア形成支援などに活かし
ていくことで、専門学校の枠を超えた社会的価値を創出していけるのではないかと期待しております。

近所の清掃活動をされていることがいいと思いました。

・大阪市西区や教育委員会と連携した様々な取組は、社会貢献として貴重なな活動であると思います。
今後も、学校の教育資源や施設を活用した社会貢献の実施に期待します。

4つの信頼というコンセプトは学校法人として、社会貢献をする上で、素晴らしい視点だと思います。
特別なことをするわけでなく、日常的かつ、継続的に社会貢献をされている姿勢が伝わりました。

e-sportsなど学ぶ内容が一部において良くない印象を持たれているので理解してもらえるようにいろんな企画を出し活動して
ほしい。学園祭の収益を寄付している事はとても良いと思うので今後も継続してほしい。近隣の学校との交流等が増えればと
思う。
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